
 

■景観に関するアンケート 結果 

 

１．目的 

 「高森町景観計画」を策定するにあたり、次の点について町民に対する意識調査を行い、保全すべ

き景観と景観形成する際の阻害となるものを明確にし、景観計画の基本方針の検討材料とする。 

 土地利用ゾーニングに沿った景観形成の在り方・方向性 

 景観規制の方向性 

 住民の景観に取り組むべき方向性 

 

また、併せて「高森町土地利用計画」に定めた土地利用を実現していくため、以下の事項について

町民の意識を確認する。 

 白地地域の土地利用の在り方・方向性の確認・共有 

 優良農地の開発または保全の方向性の確認 

 住宅地・商業地の開発の方向性 

 

 

２．アンケートの概要 

 ●アンケート対象者  ：満 18歳以上の町民 2,000 人（無作為抽出） 

             各地区・年代ごとの抽出人数は次ページのとおり 

 ●アンケート配布・回収：郵送による配布・回収 

 ●アンケート実施期間 ：平成 28 年１月 27 日発送  2 月 19 日締切 

（実際は、3月 2日到着分までを反映） 

 ≪回収状況≫ 

  回収サンプル数 ：８９３サンプル、回収率（４４．７％） 

 

≪アンケート内容≫ 

 ■質問１～５   アンケート対象者の属性 （年齢、地区、居住年数、職業） 

 ■質問６     農地の保全又は開発の方向性について 

 ■質問７     住居、商業など施設の建設に対し、大切にしたいものなどについて 

 ■質問８～９   上段道路・広域農道沿線の大切にすべき景観について 

 ■質問１０    広域農道沿線の立地施設について 

 ■質問１１    国道 153 号線沿線の景観形成の方向について 

 ■質問１２～１６ 優良農地、宅地、上段道路、広域農道、国道 153 号線の景観の維持・保全に必要

なことや方向性 

 上段道路・広域農道・国道 153 号線の沿線については、町内の幹線道路であり多くの来訪者を迎

える道路として景観形成の重要地点となるため、特に抜き出して町民の意識を調査した。 

 上段道路・広域農道・国道 153 号線の沿線の景観形成の方向性を検討することで、当地域の特徴

である河岸段丘を活かした景観形成を考える検討材料とする。 

 


